
九州財務局 「副業・兼業人材」活用セミナー

金 融 機 関 に お け る

人 材 支 援 の 取 組



自己紹介

松浦 裕志 （３４）
㈱YMキャリア代表取締役

■プロフィール

・横浜国立大学 経済学部 国際経済学科卒業後、山口銀行に

入行。

・山口県・広島県内の営業店での法人営業担当や、山口FG

本部の企画部門において、グループ銀行及びグループ証券

会社の店舗企画担当として従事。

・2019年10月より㈱YMキャリア・㈱YMFG ZONEプラニングに

配属（兼務）となり、主にYMキャリアの営業企画・経営企画を

担当。

・2020年6月より現職就任。

＜趣味＞

マラソン、読書



会社紹介

会社名：株式会社ＹＭキャリア

所在地：【本社】山口県下関市（山口銀行本店内）

【支社】広島県広島市（もみじ銀行本店内）※2020年11月9日開設

設立日：2019年7月22日

資本金：30百万円（山口フィナンシャルグループ100%出資）

社員数：20名

“地域企業さまの抱える経営課題を、人材確保の面から支援する”

“地元で働きたいと考える方々の、充実した仕事と生活を実現させるパートナーになる”

ＹＭキャリアは「人材」を通じて企業と社員がともに成長するためのパートナー



副業・兼業人材活用の取組み

現在、都市部の大手企業やベンチャー企業において、「副業解禁」の流れが加速しています。当社で
は、この流れに合わせて急成長を遂げている人材紹介プラットフォーム会社の協力のもと、都市部で
活躍する優秀な人材を地域経営企業に巻き込む「Skill Sharing（スキルシェアリング）」サービス
を提供しています。

動画
紹介



これまでの成約実績

※2020/11末迄の累計実績

69件

＜マッチング実績＞



１社あたりの応募者数

6.3名
9.6名

11.5名

＜2019年度＞

＜2018年度＞

＜2020年度＞

2018年1月
厚生労働省の「モデル就業規則」が
改定され、実質的に副業が解禁。

2019年6月
「まち・ひと・しごと創生基本方針2019」が閣
議決定。自治体による副業・兼業人材の活
用（関係人口の創出）の取組が加速化。

2020年3月
新型コロナウイルスに伴う「緊急事態宣言」が発令。

ＷＥＢ会議・リモートワークが一般的に。



〇２カ月に１回の現地訪問、月２～３回のＷＥＢミーティングの実施。
〇業務期間６カ月、月額５万円の業務委託契約（旅費交通費込）
〇新酒の販売戦略の立案から同商品をＰＲする専用サイトの構築を実現。
〇新酒販売の売上高は副業人材の活用前後で３４％伸長。

成約事例（その１）

明治27年創業。新酒の販売強
化のため、若年者層・女性層
の開拓を目指し、ITを駆使し
た販売戦略・広報戦略に長け
た専門人材を募集。

８名
応募



成約事例（その２）

〇月１回のＷＥＢミーティングの実施。
〇業務期間６カ月、月額５万円の業務委託契約。
〇売上ＵＰに必要な手段やプロセスがわかり売上が昨年対比１５０％に増加。
〇外部人材の業務指示が明確で従業員の意識改革に繋がり社員育成も。
〇当人とは継続更新に加え、新たに別分野の外部人材を募集し、２人目を契約。

５名
応募



（Ｑ１）中長期的に会社の発展を支えてもらいたい職種ならびに人材の募集か？

正社員採用 （Ｑ２）専門的なスキルや知見・経験を必要とする業務か？定型業務か？

パート・アルバイト、人材派遣

（Ｑ３）知識やノウハウ提供は必要か？ 成果物の提供のみで良いか？

外注・クラウドソーシング（Ｑ４）支援してもらう期間・頻度や金額はどの程度か？

Ｙ Ｅ Ｓ Ｎ Ｏ

定 型 業 務

専 門 業 務

成 果 物 の み知 識 や ノ ウ ハ ウ 提 供

項目 業務期間 業務頻度 人材への支払報酬

副業・兼業型 数カ月～半年 月１～３回程度 月額 ３万円～１０万円

プロ・顧問型 半年～１年程度 週１～２回程度 月額１０万円～４０万円

■多様な人材の活用チャート

副業・兼業人材活用の費用感

⇒副業・兼業人材の活用も「副業・兼業型（本業を抱えた大手企業社員）」と 「プロ・顧問型

（独立系フリーランス・プロ人材）」に二極化しており、費用対効果に応じた選択が可能に。

注目

↳例：月額40万円～60万円

↳例：月額10万円～



「月２０営業日」出社してもらう必要のない、企画系・戦略系の悩みが親和性が高い傾向。

副業・兼業人材活用のススメ



③オープンイノベーションの促進
外部の知見・経験・ネットワークを社内
に取り込むことで、革新的なイノベー
ション、新規事業アイデアが生まれる。

①雇用リスク「０」の人材活用
必要な時に必要な分だけ、専門的なスキ
ルを活用。雇用リスク（社会保障・雇用
保障）のない、柔軟な人材活用を可能に。

⑥お試し採用
採用にはミスマッチがつきもの。副業・
兼業を通じて、お互いの相性やスキルを
見極めた上で長期的な関係に移行が可能。

②専門性の高い即戦力人材の確保
通常では遭遇することのない優秀な人材
が持つ高い専門性やスキル・経験をシェ
ア（共有）することが可能。

⑤資金と時間を圧倒的に節約
新規・未知の領域は自社で試行錯誤する
より、その道の専門家や経験者に頼むこ
とで資金と時間を節約し、事業拡大をス
ピードアップ。

④人材不足の解消
社員のスキル・経験では対応できない経
営課題を副業・兼業人材に一任すること
で、組織全体の業務量を最適化。

risk

０

最後に

➾人口減少局面にある日本経済において、企業経営の中で重要な「ヒト・モノ・カネ・情報」のうち、

今や「ヒト」が最も重要な経営資源。副業・兼業人材の活用で「ヒト」の確保+αのメリットを享受。

■副業・兼業人材活用のメリット


